
二
月
二
十
六
日(

火)

午
後

六
時
か
ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
、
第
三
十
一
回
熊
本
春

節
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

県
内
の
中
国
人
留
学
生
や
研

修
生
約
一
〇
〇
人
を
招
待
、
来

賓
や
会
員
ら
総
勢
二
三
〇
名
で

旧
正
月
で
あ
る
「
春
節
」
を
祝

い
、
交
流
し
ま
し
た
。

田
川
憲
生
副
会
長
の
開
会
の

辞
、
柏
木
明
会
長
の
主
催
者
挨

拶
に
続
い
て
、
蒲
島
郁
夫
県
知

事
、
李
天
然
中
華
人
民
共
和
国

駐
福
岡
総
領
事
の
来
賓
祝
辞
が

あ
り
、
谷
口
功
熊
本
大
学
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
始
ま
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
全
国
的
に
も
大
人

気
と
な
っ
た
熊
本
県
営
業
部
長

の
く
ま
モ
ン
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
登
場
し
て
、
留
学
生
ら
は

大
喜
び
。
中
国
の
京
劇
専
門
学

校
を
卒
業
し
た
熊
本
学
園
大
学

留
学
生
の
叢
丹(

ソ
ウ
タ
ン)

さ
ん
の
中
国
伝
統
舞
踊
と
歌
や
、

司
会
の
西
村
直
子
さ
ん
が
歌
い

な
が
ら
留
学
生
に
着
付
け
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、

例
年
に
も
増
し
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
今
年
で
三
回
目

と
な
る
茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、

恒
例
と
な
っ
た
手
作
り
餃
子
実

演
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参

加
者
は
祝
賀
会
の
間
、
思
い
思

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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招待の留学生らを待つ祝賀会会場

今年の春聯(しゅんれん)
蛇が春を迎えた良い年
蛇が福を納め太平な年

歓迎の挨拶をする柏木明会長

開
会
の
辞
を
述
べ
る

田
川
憲
生
副
会
長

春
聯
作
者
の
王
忠
義
先
生

（
中
央
）
と
谷
口
功
熊
大
学

長
（
右
）
。
左
は
王
先
生
の

お
孫
さ
ん
の
王
斗
艶
さ
ん

お
祝
い
と
お
礼
を
述
べ
る

李
天
然
中
華
人
民
共
和
国

駐
福
岡
総
領
事

蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
が

「
日
中
関
係
は
人
と
人
、
地

域
と
地
域
の
関
係
が
大
事
」

と
祝
辞
を
述
べ
た

「
日
本
は
平
和
な
国
で
あ
り
、

日
本
人
に
大
変
親
切
に
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
中
国
の
人
に
伝

え
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
る
留

学
生
代
表
の
張
雅
婧
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
、

中
国
と
日
本
の
若
者
に
託

さ
れ
る
」
と
閉
会
の
挨
拶

を
す
る
米
満
弘
之
副
会
長
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恒例になった、茶道コーナーの
お点前風景

↑応援に駆け付けた
くまモンがステージで
愛嬌を振りまきました

京劇の舞踊を披露する
叢丹さん。４歳から始
めたとあって、演技は
見事。会場から大拍手
が沸きました

←くまモンに会場は
大いに沸きました

←出番が終わって
くまモンと“コラボ”
する叢丹さん

西
村
直
子
さ
ん
が
、

美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー

を
歌
い
な
が
ら
、
留

学
生
に
和
服
を
手
際

よ
く
着
せ
て
く
れ
ま

し
た

お楽しみ抽選会
賑やかな会場も当たり
くじ発表ごとにシーン

３等賞品のお米。毎年、熊本
工業専門学校が寄贈。当たっ
た留学生は、日本米は美味し
いと大喜びです

柏木会長から賞品を受け取る
当選者。ちなみに、１等賞は
図書カードなんと!１万円分

抽
選
会
で
当
た
ら
な
か
っ
た
人

に
も
、
全
員
分
お
土
産
を
用
意

し
て
い
ま
す



祝
賀
会
で
大
好
評
の
手
作
り

餃
子
は
、
留
学
生
や
在
熊
中
国

人
、
中
国
帰
国
者
な
ど
総
勢
十

数
人
で
、
参
加
者
全
員
分
の
約

二
五
〇
〇
個
を
作
り
ま
す
。

前
日
、
熊
本
製
粉
様
と
熊
本

大
同
青
果
様
か
ら
、
小
麦
粉
・

野
菜
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ

の
他
の
材
料
は
市
場
へ
。

大
量
の
野
菜
を
刻
み
、
軽
く

塩
を
し
て
絞
っ
て
、
ひ
き
肉
や

他
の
材
料
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
味

付
け
し
、
餡
を
作
り
ま
す
。

皮
の
小
麦
粉
を
こ
ね
る
の
は

大
変
な
力
仕
事
。
何
回
に
も
分

け
て
こ
ね
、
一
晩
寝
か
せ
ま
す
。

い
よ
い
よ
当
日
、
朝
か
ら
麺

棒
で
伸
ば
し
て
皮
を
作
り
、
餡

を
手
際
よ
く
包
ん
で
い
き
ま
す
。

夕
方
や
っ
と
全
部
を
包
み
終

わ
り
、
祝
賀
会
で
は
ゆ
で
た
て

を
参
加
者
の
皆
様
に
お
召
し
上

が
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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荒
尾
市
、
岩
下
栄
一
、
大
代

純
市
、
緒
方
洋
志
、
株
式
会

社
木
村
、
株
式
会
社
九
電
工
、

熊
本
華
友
会
、
熊
本
工
業
専

門
学
校
、
熊
本
大
学
、
熊
本

県
中
国
残
留
孤
児
等
対
策
協

議
会
、
熊
本
県
日
中
友
好
協

会
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
、

小
串
照
彦
、
國
米
聰
太
郎
、

小
杉
直
、
佐
藤
征
紀
、
重
光

産
業
株
式
会
社
、
医
療
法
人

社
団
寿
量
会
、
創
価
学
会
、

崇
城
大
学
、
株
式
会
社
暖
、

中
垣
秀
夫
、
中
嶋
憲
正
、
野

田
毅
、
林
継
発
、
平
山
昌
志
、

細
川
佳
代
子
、
三
浦
一
水
、

南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
株
式
会
社

医
療
法
人
社
団
稲
穂
会
、
柏

木
明
、
熊
本
華
僑
総
会
、
医

療
法
人
社
団
寿
量
会
、
創
価

学
会
、
崇
城
大
学
、
日
中
友

好
熊
本
県
議
会
議
員
連
盟
、

株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ
ダ
イ
ワ
、

阿
蘇
製
薬
株
式
会
社
、
長
尾

和
治
、
ア
イ
・
ウ
ッ
ド
株
式

会
社
、
青
柳
英
幸
、
株
式
会

社
阿
蘇
熊
牧
場
、
池
上
緑
良
、

河
津
政
雄
、
木
村
仁
、
九
州

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
、
株
式

会
社
近
代
経
営
研
究
所
、
熊

本
朝
日
放
送
株
式
会
社
、
熊

本
学
園
大
学
、
熊
本
保
健
科

学
大
学
、
倉
岳
町
漁
協
、
広

西
歯
科
医
療
交
流
協
会
、
國

米
聰
太
郎
、
御
所
浦
町
漁
協
、

小
山
和
作
、
佐
藤
征
紀
、
杉

武
男
、
杉
田
貞
治
、
髙
野
瑞

代
、
田
嶋
章
二
、
鎮
西
学
園
、

有
限
会
社
中
野
工
務
店
、
永

野
義
孝
、
野
田
毅
、
林
康
治
、

平
川
亨
、
深
川
敬
一
、
二
子

石
信
介
、
堀
義
徳
、
マ
サ
ミ

金
属
工
芸
、
松
崎
幸
子
、
真

殿
仁
美
、
水
窪
慎
一
、
三
角

海
運
株
式
会
社
、
古
美
術
柳

井
、
川
越
忠
信
、
潮
谷
義
子
、

細
川
佳
代
子
、
未
来
税
務
会

計
事
務
所
、
武
藤
宏
一
朗
、

安
田
公
寛
、
安
田
信
彦
、
松

本
崇
希
、
山
田
幸
美

熊
本
製
粉
株
式
会
社
・
熊
本

大
同
青
果
株
式
会
社（

敬
称
略
）

「
三
鮮
水
餃
子
」
の
三
鮮
と

は
、
三
種
類
の
新
鮮
な
材
料
を

使
っ
た
と
い
う
意
味
で
す
。

春
節
祝
賀
会
で
手
作
り
し
て

い
る
の
は
、
豚
肉
・
エ
ビ
・
卵

を
入
れ
、
メ
イ
ン
の
野
菜
に
は

白
菜
を
使
っ
た
、
中
国
東
方
地

方
定
番
の
三
鮮
水
餃
子
で
す
が
、

毎
年
の
餃
子
作
り
主
要
メ
ン
バ
ー
、

趙
麗
娜
さ
ん
の
秘
伝
の
味
付
け

な
の
で
、
詳
細
は
内
緒
。

日
本
で
は
餃
子
に
ニ
ン
ニ
ク

を
入
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
が
、
中
国
の
水
餃
子
に
ニ
ン

ニ
ク
は
入
れ
ま
せ
ん
。
（
タ
レ

に
入
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
）

皮
を
厚
め
に
し
て
ゆ
で
て
食

べ
る
水
餃
子
は
、
中
国
で
は
お

か
ず
で
は
な
く
、
主
食
の
一
つ

と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
大
同
青
果
株
式
会
社

で
阪
井
信
喬
参
与(

左)

と

「
ベ
テ
ラ
ン
」
が
手
際

よ
く
餡
を
包
み
込
む

餃
子
の
皮
づ
く
り
も

さ
す
が
に
早
い

熊
本
製
粉
株
式
会
社
で
吉
村
浩
之

総
務
課
長
（
右
）
か
ら
小
麦
粉
を

受
け
取
る
志
谷
直
彦
理
事



公
園
が
多
い
北
京
で
最
も
有

名
な
天
壇
公
園
。
天
安
門
広
場

か
ら
南
に
行
っ
た
永
定
門
近
く

に
あ
る
。
明
の
永
楽
十
八
年

（
一
四
二
〇
）
建
造
。
明
、
清

の
歴
代
皇
帝
が
冬
至
の
日
に
天

を
祭
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た

祭
壇
で
す
。

南
北
の
中
軸
線
上
に
圓
丘
壇
、

皇
穹
宇
、
祈
年
殿
が
並
び
、
大

理
石
で
出
来
た
、
円
形
三
層
の

圓
丘
壇
は
中
で
も
聖
な
る
場
と

さ
れ
、
皇
帝
が
自
ら
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。

観
光
の
中
心
は
祈
年
殿
。
釘

一
本
も
使
っ
て
い
な
い
三
層
の

屋
根
は
、
高
さ
三
十
八
㍍
、
直

径
三
十
㍍
、
中
国
最
大
の
木
造

建
造
物
で
す
。

祈
年
殿
の
南
に
皇
穹
宇
が
あ

り
ま
す
。
北
側
を
半
円
弧
の
壁

で
囲
ま
れ
、
壁
の
一
方
で
話
す

と
反
対
側
に
伝
わ
る
こ
と
か
ら

回
音
壁
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
九
九
八
年
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
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カ
ラ
ー
刷
り
の
縦
組
み
機

関
紙
に
改
編
し
て
四
年
半
。

新
聞
で
読
み
慣
れ
た
ス
タ
イ

ル
は
、
見
や
す
い
反
面
、
制

作
担
当
者
に
と
っ
て
厄
介
な

面
が
あ
り
ま
す
。
記
事
を
入

れ
る
と
先
に
配
置
し
た
写
真

が
別
の
位
置
に
飛
ん
だ
り
、

見
出
し
が
崩
れ
た
り
・
・
。

青
木
事
務
局
長
も
苦
闘
の

連
続
で
す
。
最
近
で
は
ソ
フ

ト
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
毎
回
、
苦
労
さ
れ

て
い
ま
す
。
手
を
か
け
た
も

の
ほ
ど
、
見
栄
え
が
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
感
謝
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
当
協
会
は
会

員
の
増
加
を
重
点
目
標
に
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
新
し

い
企
画
を
立
案
、
実
施
し
て

会
員
獲
得
に
つ
な
げ
た
り
、

等
々
の
努
力
が
推
進
中
で
す
。

機
関
紙
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
し
た

の
も
そ
の
一
環
で
す
。

よ
り
中
国
事
情
に
触
れ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
中
国
の

こ
と
わ
ざ
を
紹
介
し
た
り
、

中
国
の
世
界
遺
産
を
随
時
掲

載
し
た
り
・
・
。

皆
様
の
お
知
恵
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

明、清の歴代皇帝が毎年、天に五穀
豊穣を祈った天壇公園の祈念殿は有
名な観光スポット

瑠璃瓦が特徴の皇穹宇。
半円弧土塀の端から話すと
反対側に聞こえることから
回音壁と呼ばれている

九匹の龍に見えることから名付け
られた九龍柏。５００年以上前に
植えられた

天
壇
公
園
内
を
祈
念

殿
か
ら
見
渡
し
た
と

こ
ろ

※
随
時
掲
載
※


